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近
年
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、そ
れ
に
伴
う

労
働
力
不
足
や
農
産
物
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ

り
、私
た
ち
の
周
り
に
は
耕
作・管
理
さ
れ
て
い

な
い
農
地
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
を
放
置
し
た
ま
ま
で
い
る
と
、

病
害
虫
が
発
生
し
た
り
鳥
獣
の
巣
に
な
っ
た
り

す
る
な
ど
、近
隣
の
農
地
や
住
民
に
大
変
な
迷

惑
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、不
法

投
棄
が
発
生
す
る
な
ど
生
活
環
境
の
悪
化
の
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、国
土
保
全
や
景
観
維
持

な
ど
農
地
の
持
つ
機
能
も
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
農
地
は
一
旦
荒
廃
が
進
む
と
、耕
作
可
能
な

農
地
へ
復
旧
す
る
に
は
多
大
な
投
資
と
労
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
農
地
法
に
よ
り
、農
地
の
所
有
者
、賃
借
人
な

ど
権
利
を
有
す
る
方
は
、そ
の
農
地
の
効
率
的

利
用
と
適
正
な
管
理
を
確
保
す
る
責
務
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
出
雲
市
農
業
委
員
会
で
は
、農
地
の
有
効
利

用
と
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
及
び
解
消
を
図

る
た
め
に
、毎
年
、全
て
の
農
地
を
対
象
と
し
て

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
農
地
利
用
状
況
調
査
）を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
左
表
は
令
和
２
年
度
の
調
査
結
果
で
す
。調

査
結
果
を
基
に
、状
況
に
応
じ
て
、作
付
や
保
全

管
理
等
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（令和２年度農地利用状況調査） 単位（ha）

出　雲
平　田
佐　田
多　伎
湖　陵
大　社
斐　川
合　計

再生可能な
耕作放棄地

再生不能な
耕作放棄地 合　計地　域

19
9
18
5
10
12
5
78

63
60
92
11
7
2
2

237

82
69
110
16
17
14
7

315

①
地
域
の
農
地
利
用
の
総
点
検

②
耕
作
放
棄
地
の
実
態
把
握
と
発

生
防
止
・
解
消
指
導
及
び
違
反

転
用
発
生
防
止
及
び
早
期
発

見
・
是
正
対
策

７
月
頃
〜
８
月
頃
　

※

各
地
区
を
順
番
に
回
り
ま
す
。

市
内
全
て
の
農
地

・
農
業
委
員

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

・
農
業
委
員
会
事
務
局
職
員
等

令
和
３
年
度

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　
　
　
　
実
施
し
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
目
的

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
目
的

実
施
予
定
時
期

実
施
予
定
時
期

調
査
対
象

調
査
対
象

調
査
員

調
査
員

農業者年金受給権者現況届を提出してください農業者年金受給権者現況届を提出してください
　農業者年金を受給されている方は、農業者年金基金から送付される現況届を提出してください。現況届を
提出されないと農業者年金を受給できなくなりますので必ず6月中に提出してください。
　なお、6月1日（火）～3日（木）の午前9時から午後5時までは、市役所本庁舎1階西側出入り口から入って
すぐ右手の1‐3相談室でも受付を行います。

現況届は５月末までに独立行政法人農業者年金基金から受給者へ送付されます。記入例に従って必要
事項を記入し、下記受付場所へ提出をしてください。
不明な点等がありましたら、農業委員会事務局に直接おたずねください。
６月１日（火）～６月３０日（水）
◎市役所本庁舎５階 出雲市農業委員会事務局　　◎斐川行政センター 斐川農業事務所　　
◎平田行政センター 地域振興課　　◎佐田・多伎・湖陵・大社行政センター 市民サービス課
◎市役所本庁舎1階西側　1‐3相談室（※6月1日～3日の3日間のみ）

おたずね／出雲市農業委員会事務局　☎21-6762

提出方法

受付期間
受付場所

令
和
３
年
度
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
出
雲
市
農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、
期
間
を
定
め
集
中
的
に
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
で
は
、
筆
ご
と
に
、
耕
作
が
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
査

し
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
調
査
結
果
と
令
和
３
年
度
の
実
施
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果（
農
地
利
用
状
況
調
査
結
果
）

令
和
２
年
度
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果（
農
地
利
用
状
況
調
査
結
果
）



おたずね／出雲市農業委員会事務局　☎21-6762

農業者年金に加入しませんか農業者年金に加入しませんか
　農業者年金は、農業者のための公的な積立年金です。２０歳以上６０歳未満の国民年金第１号被保
険者である農業者の人（年間60日以上農業に従事）ならどなたでも加入できます。これからの安心
で豊かな将来設計のために、農業者年金の加入をお考えください。

農業者
年金の
メリット

○少子・高齢時代に強い積立方式の年金
○終身年金で８０歳までの保証つき
○支払った保険料は全額社会保険料控除の対象
○認定農業者など一定の要件を満たす人には、保険料の国庫補助があります。

森林は、きれいな空気、おいしい水、心身の癒し、地

球温暖化の防止など、わたしたちの生活を支え、多くの

恵みを与えてくれますが、手入れ不足等により本来の

働きを十分に発揮できていないという現状があります。

「緑の募金」は森林整備や緑を増やすことを専門家等

に任せるだけでなく、国民一人ひとりが森林や緑を自分

たちの共通財産と考え、それぞれの立場で、可能な方法で、森づくりへ参加することが必要だという考え方

から始まった誰もが参加できる森林ボランティア活動です。

市では広く市民の皆さまにご協力をお願いしています。令和2年度は、出雲市で約640万円、県全体では

約3,150万円の募金をいただきました。これらの浄財は、さまざまな「森づくり・人づくり」活動に活かさ

れています。より多くの皆さまに緑の募金運動に参加していただき、国民全体で森林を守り育てる運動とし

て発展できるようご理解、ご協力をお願いします。

◆「公募事業」の実施
　　…市民による森林整備、環境緑化、緑化普及、国際緑化協力事業
令和２年度は、学校や地域団体など4団体が緑の募金を活用し、
間伐体験や研修会などの取組が行われました。

◆「緑の少年団」活動
　　…小中学生による緑に関する学習活動・奉仕活動・野外活動等
出雲市内では、15校の小中学校が緑の少年団として活動し、森
林内での野外活動、環境美化活動など、さまざまな取組が行われ
ています。

　皆さまにご協力いただいた緑の募金は、出雲市でも森林保全や緑化推進活動などに活かされています。

おたずね／森林政策課　☎２１－６９９６

にご協力をお願いしますにご協力をお願いします

緑の募金とは緑の募金とは

出雲市の「緑の募金」の活用事例出雲市の「緑の募金」の活用事例

緑の募金緑の募金

出雲市内の山林での間伐体験
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